
女子バレー部の監督が突然の懲戒処

分。セクハラ性的グルーミング

「とにかく答え合わせをさせてほしい！突然の

懲戒免職なんて、納得がいかない」

R 高校女子バレー部監督の山口太一が高校

側から懲戒免職処分を受けた。

そのことに山口は納得がいかず、高校の校長

室に乗り込んできていた。

対応していたのは、校長と教頭だった。

校長が話し出す。

「懲戒免職の理由は、文書で示した通り、不適

切な指導によるところです。ご理解ください」

「だから、その不適切な指導というのが、一体、

何を差しているのかがわからないんだって」

山口が口をとがらせる。

R 高校女子バレー部は、全国有数の強豪女子

バレー部だった。

県大会優勝は、県内最多を誇っている。

全国大会でも 3 度優勝したことがある。

山口太一監督は、長年、R 高校女子バレー部

のメンバーたちを指導してきたベテラン教師だ。

それが突如、懲戒免職処分となったのだ。

「本当にわからないんですか？」

教頭が少しあきれたように山口に言った。

「はい、わからないです」

山口はそう答えた。

「とにかく、答え合わせをしてもらうまでは、私

は帰りませんよ。納得がいくまで徹底的にやり



ます」

山口は校長室に居座った。

いつまで経っても山口が帰らないので、校長

と教頭はしびれを切らし、ついに少しだけ『答

え合わせ』をすることにした。

「わかりました、山口先生。あなたが言う答え

合わせをしましょう。でも、これだけは守ってく

ださい。被害に遭った生徒たちをこれ以上傷

つけることだけはやらないでくださいね。それ

を約束してくれるなら、答え合わせをしましょ

う」

「被害って」

山口は不服そうだ。

自分が何か悪いことをしたとは、露ほどにも思

っていない、そういう様子だ。

「まぁ、はい。わかりましたよ。被害だなんてお

かしいと思いますけど、とにかく、女子メンバ

ーたちにはこれ以上心配をかけないようにす

ることは約束します」

山口がそう言った。

「わかしました。それでは説明していきます」

校長が居住まいを正して、話し始める。

「山口先生の免職理由は、生徒たちからのセ

クハラ被害の報告です」

「セクハラ？そんなことやってない」

山口がすぐに口を挟む。

「山口先生、いいですか。一旦、私の話を最後

まで聞いてください」

山口はやはり不服そうな顔を浮かべていたけ

ど、しばらくは校長の話に耳を傾けることにし



た。

「生徒たちといっても、すべて女子バレー部の

生徒たちです。女子バレー部の生徒たちは、

全員、生理のタイミングを、山口先生に言わな

くてはいけなかったそうですね。それは合って

いますか？」

「生理？ああ、そうですね。私は女子バレー部

の監督ですから、女子メンバーたちの生理の

時期を把握しておくことは重要です。選手の

練習メニューや練習量を考えるときも大切で

すし、試合のときなら、選手起用にも関わって

きます。女子メンバーの生理事情を把握する

ことの何が悪いんですか？」

山口はそう言って、開き直っていた。

開き直っていたというよりも、何が悪いのか、

本当にわかっていない様子だった。

「山口先生、もうこの時点でアウトです」

教頭が口を挟む。

「女子生徒に生理の時期を訊くなんてありえな

いですよ」

「それの何が悪いんだ」

やはり、山口は何も悪いとは思っていなかった。

再び校長が話し出す。

「この生理の時期を訊くことだけでも、セクハラ

認定されますが、問題はこれだけではありま

せん。というよりも、こんな問題は他のものと

比べると、残念ながら小さいものでした」

校長が息をゆっくりと吸い込み話を続ける。

「女子バレー部の部員たちを監督室に呼んで、

1 人ずつマッサージを行っていましたね。それ



はお認めになりますか？」

「マッサージ？ああ、確かにやってましたよ」

「それも単なるマッサージではなく、女子生徒

の服を上下すべて脱がして行っていましたね、

それも先生と生徒が 1 対 1 で、監督室という

密室の中で」

「ええ、まぁ、やってましたね、それは。でも、そ

れだって、女子メンバーたちのことを思ってで

すよ。女子メンバーたちのボディーケアをする

のも監督である私の務めでしょ。大事な女子

メンバーたちですよ」

「山口メンバー。間違えました、山口先生、その

認識も間違っています。間違っているというか、

その前提の認識自体は合っていますよ。選手

の身体をケアするのは、指導者として当然のこ

とです。でも、そのやり方です。そのやり方とし

て、選手を個別に呼び出して、裸にさせて、全

身を監督自らマッサージするなんてあり得な

いことです。それがわからないんですか？」

「うーん、わからないですね。私が女子メンバ

ーたちのことを思ってやったことですよ。私以

上に女子メンバーたちのことを考えている監

督はいないはずです」

「山口先生。マッサージっていうのも、マッサー

ジと言えるかどうか、かなりあやしいものです

よね。女子生徒たちの証言では、全身にオイル

を塗りたくられて、身体をゆっくりと触られたと

言っています。胸や太もも、腕やおしり、股間

の付け根部分まで、隙間なく、全身すべてを触

られて、マッサージされたと言っています。とく


